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2024年度 あいの風とやま鉄道 利用状況等 

 
2025 年 6 月 

あいの風とやま鉄道株式会社 

 

2024年度のあいの風とやま鉄道の利用者数は全体で約14,891千人（前年度比423千人、2.9％

増）でした。 

 

１ １日当たり利用者数 

 

2024 年度の１日当たりの利用者数は、40,798 人で前年度を 1,267 人(3.2％)上回る結果となり

ました。 

 

（１） 利用者区分別の利用者数 

利用者の区分別にみると、定期券利用者が 29,325人で、うち通勤が 13,639人、通学が 

15,686人となっており、定期外利用者は、開業以来最多の 11,473人となっています。 

それぞれの前年度比は、通勤が 1.2％の増加、通学が 0.4％の増加、定期外が 9.9％の増加

となっています。 

 

新型コロナウィルス感染拡大前の 2019 年度との比較では、一日当たり 1.3％の減少となって

おり、ほぼコロナ前の利用状況に戻っています。 

 

   表 1  利用者数等 

※ 端数切捨 

   

  

 区分 2019年度 2023年度 2024年度 2024/2023 2024/2019 

利用者数  (千人) 15,129 14,468 14,891 2.9% △1.6% 

１日当たり (人/日) 41,337 39,531 40,798 3.2% △1.3% 

  定期利用者 30,506 29,088 29,325 0.8% △3.9% 

  
  

通勤 14,128 13,472 13,639 1.2% △3.5% 

  通学 16,379 15,616 15,686 0.4% △4.2% 

  定期外利用者 10,830 10,443 11,473 9.9% 5.9% 

  
  

乗車券類 7,278 5,922 6,020 1.7% △17.3% 

  ＩＣカード 3,553 4,521 5,452 20.6% 53.4% 

資料 １－２ 
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（２）月別の利用者数 

2023 年度との比較について、定期外では、４月は北陸新幹線の敦賀延伸や北陸応援割等の

効果により、１９.７％と高い増加となっています。９月は増加率が１.５％と低くなりましたが、１０

月から１２月は北陸デスティネーションキャンペーン等の効果により、５％台から８％台の増加と

なっています。１月は昨年１月の能登半島地震の反動もあり２８.５％の増加となっており、２月は

７％台、３月は１１％台の増加で推移しています。 

一方、通勤定期、通学定期はともに、各月ともほぼ前年度並みで推移しています。 

図１ 月別・区分別１日当たり利用者数 

 

 

【定期外】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019実績 12,517 11,626 10,498 11,045 13,544 11,524 9,531 10,232 11,454 10,029 9,712 8,228

2023実績 10,524 10,530 9,015 10,005 11,943 10,701 10,273 10,616 11,292 8,102 9,933 12,320

2024実績 12,602 11,166 10,243 10,532 12,973 10,861 10,947 11,519 11,947 10,410 10,655 13,715

2024/2019 100.7% 96.0% 97.6% 95.4% 95.8% 94.2% 114.9% 112.6% 104.3% 103.8% 109.7% 166.7%

2024/2023 119.7% 106.0% 113.6% 105.3% 108.6% 101.5% 106.6% 108.5% 105.8% 128.5% 107.3% 111.3%
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【通勤定期】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019実績 14,127 14,269 14,654 14,137 13,951 14,450 13,960 14,383 13,543 13,968 14,691 13,471

2023実績 13,747 13,440 13,883 13,442 13,469 13,633 13,347 13,680 12,944 13,234 13,896 13,014

2024実績 13,950 13,623 13,979 13,589 13,506 13,767 13,450 13,720 13,013 13,365 14,629 13,203

2024/2019 98.7% 95.5% 95.4% 96.1% 96.8% 95.3% 96.3% 95.4% 96.1% 95.7% 99.6% 98.0%

2024/2023 101.5% 101.4% 100.7% 101.1% 100.3% 101.0% 100.8% 100.3% 100.5% 101.0% 105.3% 101.5%
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【通学定期】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019実績 18,695 18,403 18,950 16,996 14,901 18,288 17,373 17,900 14,853 16,894 13,728 9,662

2023実績 18,342 17,781 18,296 16,055 13,839 16,718 16,831 17,134 14,047 16,145 12,658 9,615

2024実績 18,415 17,862 18,354 16,190 13,694 16,774 16,772 17,080 14,274 16,036 13,087 9,697

2024/2019 98.5% 97.1% 96.9% 95.3% 91.9% 91.7% 96.5% 95.4% 96.1% 94.9% 95.3% 100.4%

2024/2023 100.4% 100.5% 100.3% 100.8% 99.0% 100.3% 99.6% 99.7% 101.6% 99.3% 103.4% 100.9%
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【通学定期】

【合計】 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019実績 45,339 44,298 44,101 42,177 42,396 44,262 40,864 42,515 39,850 40,891 38,131 31,361

2023実績 42,613 41,750 41,194 39,502 39,250 41,053 40,451 41,430 38,282 37,481 36,487 34,949

2024実績 44,967 42,651 42,576 40,311 40,173 41,403 41,169 42,319 39,234 39,810 38,371 36,615

2024/2019 99.2% 96.3% 96.5% 95.6% 94.8% 93.5% 100.7% 99.5% 98.5% 97.4% 100.6% 116.8%

2024/2023 105.5% 102.2% 103.4% 102.0% 102.4% 100.9% 101.8% 102.1% 102.5% 106.2% 105.2% 104.8%
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２ 駅別乗車人員、駅間通過人員等 

 

当社線内の駅間の 1 キロ当たり通過人員数(輸送密度)は、富山駅・呉羽駅間が最も多く

17,542 人となっています。全線では、富山・高岡駅間で平均 15,608 人となっているほか、高

岡・石動間で 8,059人、富山・黒部間で 7,937人の通過人員数となっています。 

全線平均では、7,606人となっています。 

各駅の乗車人員数は、富山駅が 12,549人、高岡駅が 6,072人などとなっています。 

図２ 駅間通過人数と運行本数   

 
 

  表２ 駅別乗車人員数と駅間通過人員数(1日当たり)                      (単位：人/日) 

 
※ 端数切捨  
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県境以西 3,184 富山 12,549

⇔ 6,324 ⇔ 11,519

石動 1,538 新富山口 470

⇔ 7,284 ⇔ 11,016

福岡 939 東富山 1,451

⇔ 8,312 ⇔ 9,207

西高岡 585 水橋 662

⇔ 8,751 ⇔ 8,166

高岡やぶなみ 560 滑川 1,350

⇔ 9,144 ⇔ 6,686

高岡 6,072 東滑川 219

⇔ 13,951 ⇔ 6,429

越中大門 1,070 魚津 1,889

⇔ 14,148 ⇔ 5,094

小杉 3,241 黒部 1,266

⇔ 15,949 ⇔ 3,496

呉羽 1,671 生地 457

⇔ 17,542 ⇔ 2,756

富山 12,549 西入善 171

⇔ 2,476

入善 836

⇔ 1,066

泊 411

⇔ 377

越中宮崎 88

⇔ 229

合計 7,606 県境以東 119
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３ 運賃収益 

2024 年度の運賃収入額は開業以来最高となる 3,087 百万円で、前年度比では 167 百万円

（5.7%）の増加となっています。 

利用者数の増加率（2.9％）を上回る増加となったのは、運賃単価の高い定期外利用者が増

加していることによるものです。 

利用者の内訳では、定期で通勤が 2.7％の増加、通学が 0.1％の増加、定期外で 8.8％の増

加となっています。 

2019年度との比較では、合計で 6.0％の増加となっています。 

内訳では、定期で通勤が 0.7％の増加、通学が 1.8％の減少、定期外で 11.1％の増加となって

います。 

ＪＲ切符の販売手数料収入は、北陸新幹線の敦賀開業により JR 新高岡駅での切符購入者

が増えたことなどから、前年度比 2.1％の減少となっています。 

 

   表３ 2024年度 運賃収益額等                            （単位：千円） 

区  分 2019年度 2023年度 2024年度 2024/2023 2024/2019 

運
賃
収
益
（
税
抜
） 

定期 

通  勤 846,835 830,370 852,781 2.7%  0.7% 

通  学 473,242 463,960 464,628 0.1% △ 1.8% 

計 1,320,077 1,294,330 1,317,410 1.8% △ 0.2% 

定期外 

乗車券類 1,099,490 952,180 955,874 0.4% △ 13.1% 

ＩＣカード 493,645 673,552 813,686 20.8% 64.8% 

計 1,593,136 1,625,732 1,769,560 8.8% 11.1% 

合 計 2,913,213 2,920,063 3,086,970 5.7% 6.0% 

      

ＪＲ切符販売手数料収入 43,695 37,804 36,993 △ 2.1% △ 15.3% 

※ 端数切捨 

 


